
（別紙３）

～ 令和7年3月25日

（対象者数） 33名 （回答者数） 24名

～ 令和7年3月25日

（対象者数） 11名 （回答者数）
11名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

子ども一人ひとりの興味や課題に合わせた、療育クッズをさ

らに充実させていきたいと思います。

2

保育園・幼稚園・小学校・中学校・高校とライフステージが

変わった際に、保護者や就学先等へ情報提供を行います。

3

トランポリンでは、スタッフと一緒に跳んだりして楽しさを

ますようにと思う事と卓球大会を開催したりして、お子様が

興味・関心を持てるようにしていきたいと思います。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

より手順を分かりやすくしたフローチャートの整備や、訓練

が必要だと考えます。

2

長期休暇等、地域の資源（公民館、児童館等）を活用し、子

ども達の状況を見ながら、無理のない形で地域の方々との交

流場面を広げていきます。

3

事故対応、災害対応等の緊急時の対応マニュアルは整ってお

り、訓練も行っていますが、実際の緊急事態が起こった際によ

りスムーズに対応できるよう、全従業員に周知と訓練を行って

いくことが必要だと考えます。

マニュアルは情報量が多く、実際に対応する際に、スムーズ

ではない可能性があります。

児童館や地域との交流する機会があまりない。 コミュニティセンター（公民館等）や児童館を利用するよう

にして地域の方々との交流の場の提供。

児童発達支援、保育所等訪問支援、放課後等デイサービス、の

３事業を運営しているので、切れ目なく一人のお子さんに関し

て長期間関わることができます。

・就学前から細やかな関わりを行うことができ、就学時に必要

な準備も利用児のペースに合わせて行うことができます。

・就学に向けての引き継ぎだけではなく、入学後も保護者や先

生と細かく引き継ぎややり取りを行うことができます。

・必要時、保育所等訪問支援の活用を促します。

活動スペースの広さ

遊戯室・指導訓練室は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっ

ています。

お子様が過ごしやすいように、毎日の清掃を行っております。

また、掲示物も季節の物に変更したり、整理整頓も心掛けてい

ます。大きいトランポリンや卓球台もあり、運動や球技も楽し

めています。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和7年4月30日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

事業所の強みは、子ども一人ひとりが活動したい事を提し、柔

軟に対応できる点です。子どもの状態やペースに寄り添い、最

適な支援を行えるよう努めています。

複数の支援員が連携して子どもの様子を観察し、支援方法を

随時相談・見直しすることで、質の高いサポートを実現して

います。

子どものその時の状態に合わせた療育ができる環境を整えてい

ます。

○事業所名 発達療育モンテ

○保護者評価実施期間
令和7年3月1日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間
令和7年3月1日

事業所における自己評価総括表(放課後等デイサービス)公表


